
0■令和５年度共同研究 ｜実践研究のメインテーマ

「学校現場の『学級づくり』を
支える教育センターの取組」

～スリンプル・プログラムのスムーズな導入に向けて～

島根県教育センター浜田教育センター
教育相談スタ ッ フ 共同研究
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本研究のテーマ設定の背景

今年度の取組の計画と概要

先進校などの実践を訪ねて

2年次の研究の取組に向けて

■はじめに ｜ 今日の発表の流れ
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2■chap.1

本研究のテーマ設定の背景



3■テーマ設定の背景 ｜ 小中学校の不登校児童生徒数

令和４年度生徒指導上の諸課題に関する状況について（島根県教育委員会 教育指導課）

島根県の1,000人

あたりの不登校
児童生徒数は
全国平均よりも
高く推移している

島根：37.7人

全国：31.7人



4■テーマ設定の背景 ｜ 高等学校の不登校生徒数

令和４年度生徒指導上の諸課題に関する状況について（島根県教育委員会 教育指導課）

島根県の1,000人

あたりの不登校
生徒数も

全国平均よりも
高く推移している

島根：24.8人

全国：20.4人
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【小学校・中学校の長期欠席のうち不登校の状況（公立）】 【 】内は対前年比

・公立小学校・中学校の不登校児童生徒数の合計は1,911 人【＋383 人】

・1,000人当たりの人数は37.9 人【＋7.9 人】。

・不登校児童生徒数、1,000 人当たりの人数ともに７年連続の増加。

・県内1,000 人当たりの人数（37.7 人）は、全国平均の31.7 人を上回っている。

・校種別では、小学校では788 人【＋193 人】、中学校では1,123 人【＋190人】

【高等学校の長期欠席のうち不登校の状況（公立）】

・公立高等学校の不登校生徒数は293 人【▲7 人】

・1,000 人当たりの生徒数は22.1 人【▲0.4 人】。

・生徒数、1,000 人当たりの生徒数ともに微減に転じた。

・県内1,000 人当たりの生徒数（24.8 人）は、全国平均の20.4 人を上回っている。

・定時制では減少に転じたが、全日制では３年連続で増加した。

令和４年度生徒指導上の諸課題に関する状況について（島根県教育委員会 教育指導課）



6■テーマ設定の背景 ｜ 改訂指版生徒指導提要において

生徒指導提要における重層的支援構造 東京都教育委員会教職員向けデジタルリーフレット

先手の取組が重要！の
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■島根県における教育の喫緊の課題である
減らない不登校児童生徒数の現状

↓
■当センター相談室の教育相談につながるケースもある
■「各学校で」個別ケースへの対応がなされている
■この現状を変えるため、積極的なプロアクティブな取組は？
教育センターとして学校現場を支えるためできることは？

→ スリンプル・プログラム

■テーマ設定の背景 ｜ 先行的、常態的な生徒指導として



8■テーマ設定の背景 ｜ スリンプル・プログラムは２本の柱から

教育情報誌 STEP 2021. 3. 17 （嶺南教育事務所発行）より



9■テーマ設定の背景 ｜ 超多忙な学校現場でも実践できる魅力
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■マルチメディアで「いつでも」資料にアクセスができる利点

プロアクティブに取り組める生徒指導を
ニーズのある学校へどう届け支えるか

■テーマ設定の背景 ｜ YoutubeチャンネルやHPで研修も

※曽山教授の許可を得て動画を使用しています。



11■chap.2

今年度の取組の計画と概要



12■今年度の取組の計画 ｜ 今日は主な３つの取組を紹介

■「教職員への意識調査」
→学校現場の教職員のニーズの把握

■能力開発講座に曽山教授を講師に招聘

→スリンプル・プログラムについての研修を実施

■先進的に取り組む学校や教育委員会へ取材

→長期に継続できている学校からエッセンスを学ぶ
→これから始める学校への取組のヒントを得る



13■教職員への意識調査 ｜ 新任研・6年目研・中堅研の受講者に

■令和５年8月～9月
新任・6年目・中堅研

■「生徒指導・教育相談」
講義受講者を対象に

■任意での調査を依頼



14■教職員への意識調査 ｜ Ｇｏｏｇｌｅフォームでの質問項目

実際の
質問項目は
こちらから
↓



15■教職員への意識調査 ｜ 回答者数の内訳

■アンケートへの回答者数と内訳（134人回答）

●新任研修

41人

●中堅研修

32人

●６年目研修

61人



16■教職員への意識調査 ｜ コロナ前後の集団変化への意識は

■問１：コロナ以前と比較して現在の学級集団が変化していると感じるか？

●変化があった

38.8％

●変化はない

37.3％

●答えられない

23.9％



17■教職員への意識調査 ｜ 関わりの変化があると感じた場面は

■問１で「ある」と回答された方、どのような場面でそう感じられますか？

いろいろなイベント事を経験し
ていないので団結や盛り上げ
るなどが苦手なイメージがあり
ます。

席が離れているのが当たり前
なので話し合いの雰囲気が…

友達同士の距離感が遠い。黙
食などの影響で会話が少な
いためか、お互いのことをよく
知らない子が多い。

マスク越しで表情が読み取りにく
く、生徒同士や生徒と教師間でも
コミュニケーションが難しい場合
がある。

小グループになり、そこから広げようとす
る生徒が少ない。仲良くない人とのグ
ループに抵抗感がある生徒が以前より
も増えた。

マスクを外さない生徒が多く、中には
素顔を見られるのが嫌で給食を食べ
ない生徒もいる。
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■問２：現在、学級づくりや児童生徒の仲間づくりで難しさを感じていますか？

■教職員への意識調査 ｜ 学級づくりの難しさを感じているか
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

初任

6年間

中堅

全体

とても感じている 感じている 感じていない 全く感じていない

６年目

新任者の方が
より学級づくり
仲間づくりに
難しさを感じて
いる現状がある
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■問２ 難しさを感じておられるのはどんな点でしょう

生徒同士の人間関係が広がら
ないところ(初めての人に対し
て全く話さなかったり、話題に
困る様子があったりするところ)

個性の尊重と集団としてのまと
まり両方を追い求める難しさ

高学年ですが、人間関係が固定
化されていて、ペアやグループ
活動等がやりづらい。

どうしても、人にちょっとかい
やイライラをすぐしてしまう子
をどうすれば安定できるか、
自信がもてるかが知りたい。

行事ごとなどのノウハウがないことの運営をし
なければならないこと。手探りでやらなければ
ならないことがあるのが大変。

学習規律を整えるための指導、お
互いを認め合える仲間にするため
の指導や関わり。

■教職員への意識調査 ｜ 学級づくりで難しいと感じている点



20■教職員への意識調査 ｜ 難しさをテキストマイニングで表すと
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■問４：現在の業務上、「困っている」と感じられること（複数選択可）

■教職員への意識調査 ｜ 現在の業務上困っていることは
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■問４：現在の業務上、「困っている」と感じられること（経験年数別）

■教職員への意識調査 ｜ 現在困っていることを年数別に

初任 ６年目 中堅

① 授業づくり 24 授業づくり 36 校務分掌業務 18

②
学級づくりや
仲間づくり

20
学級づくりや
仲間づくり

35 授業づくり 15

③
子どもや保護者
との関係

12 校務分掌業務 31 校内の人間関係 12

④ 校務分掌業務 11
子どもや保護者
との関係

19
子どもや保護者
との関係

9

⑤ 部活動 10 校内の人間関係 8
学級づくりや
仲間づくり 4

⑥ 校内の人間関係 6 部活動 6 部活動 4



23■今年度の取組の計画

□「教職員への意識調査」
→学校現場の教職員のニーズの把握

■能力開発講座に曽山教授を講師に招聘

→スリンプル・プログラムについての研修を実施

□先進的に取り組む学校や教育委員会へ取材

→継続できている学校からエッセンスを学ぶ
→これから始める学校への取組のヒントを得る
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■能力開発講座 「学級づくり仲間づくり講座」
のテーマを今年度はスリンプル・プログラムに

■能力開発講座の開設 ｜ 「学級づくり仲間づくり講座」の概要

①実際の事例を通し、学級づくり仲間づくりのポイントについて理解を深める

②研修後に学校現場で実践したい取組のアイデアを得る

講座のねらい

・令和5年6月28日オンラインで実施
・曽山和彦教授による講義と演習
・午前午後合わせて4時間の講座
・島根県内、鳥取、埼玉県から30名の受講者



25■能力開発講座の開設 ｜ 「学級づくり仲間づくり講座」の評価

受講者に提示した
この講座のねらい
の達成度について

研修
の

そう思う
(人･％)

少しそう思う
(人･％)

あまりそう思わ
ない(人･％)

そう思わない
(人･％)

①
実際の事例を通し、学級づ
くり仲間づくりのポイントに
ついて理解を深める。

前 6人 23% 17人 65% 3人 11% 0人 0%

後

②
研修後に学校現場で実践
したい取組のアイデアを得
る。

前 9人 34% 16人 61% 1人 3% 0人 0%

後

受講者に提示した
この講座のねらい
の達成度について

研修
の

そう思う
(人･％)

少しそう思う
(人･％)

あまりそう思わ
ない(人･％)

そう思わない
(人･％)

①
実際の事例を通し、学級づ
くり仲間づくりのポイントに
ついて理解を深める。

前 6人 23% 17人 65% 3人 11% 0人 0%

後

②
研修後に学校現場で実践
したい取組のアイデアを得
る。

前 9人 34% 16人 61% 1人 3% 0人 0%

後

受講者に提示した
この講座のねらい
の達成度について

研修
の

そう思う
(人･％)

少しそう思う
(人･％)

あまりそう思わ
ない(人･％)

そう思わない
(人･％)

①
実際の事例を通し、学級
づくり仲間づくりのポイ
ントについて理解を深
める

前 6人 23% 17人 65% 3人 11% 0人 0%

後 20人 76% 6人 23% 0人 0% 0人 0%

②
研修後に学校現場で実
践したい取組のアイデ
アを得る

前 9人 34% 16人 61% 1人 3% 0人 0%

後 21人 80% 5人 19% 0人 0% 0人 0%
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自分の学級で週に1回〇〇タイムを
取り入れてみて、自分で効果やエビ
デンスを確かめてみたいと思いまし
た。そこから、その変化をまず学年部
に共有したいとも思いました。

他の教員にも研修報告等で周知した
いです。そして「かかわり」を大切に
する教育活動を仕組んでいきたいと
思います。

現在「〇〇トーク」や「〇〇タイム」とい
う名前で行う学校も増えている。そのや
り方と効果、注意点について丁寧に説
明していただきとても勉強になった。

今の生徒の現状を見ていて必要な
能力だとすごく感じることができた。
自分にできるところで実践につなげ
ていきたい。

まずは自分の学級から始めてみて、少しず
つ周りにも勧められたらと思いました。その
ためにも、価値づけや意義を理解し、子ど
もたちへ伝えられるようにしたいと思いま
す。

コロナ禍で、人と関わる機会の多いはずの
学校でも、関わりをもつ機会が希薄になっ
てしまい、子どもたちは「友達と一緒に何か
をする」ことを求めているんだなと知った。

■能力開発講座の開設 ｜ 講座の事後アンケートからの意見



27■chap.3

先進校などの実践を訪ねて



28■今年度の取組の計画

□「教職員への意識調査」
→学校現場の教職員のニーズの把握

□当センターの能力開発講座に曽山教授を講師に招聘

→スリンプル・プログラムについての研修を実施

■先進的に取り組んでいる学校や教育委員会への取材

→継続できている学校からエッセンスを学ぶ
→これから始める学校への取組のヒントを得る
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■今年度のスタートアップ校
・島根県益田市立東陽中学校

■島根県内市教委単位での取組
・島根県出雲市教育委員会
・島根県雲南市教育委員会

■他県の先進校の継続的な実践に学ぶ
・愛知県あま市立七宝中学校
・愛知県西尾市立一色中学校

■先進校などの実践を訪ねて ｜ 実施校・委員会等に取材を実施
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■愛知県あま市立七宝中学校（しっぴータイム）
スリンプル・プログラム実践の自主発表会も開催

■先進校などの実践を訪ねて ｜ しっぴートークで展開される授業
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■愛知県西尾市立一色中学校 （しおさいタイム）

校内授業公開と校内研修会に参加

■先進校などの実践を訪ねて ｜ 校内研修「曽山先生から学ぶ」



32■先進校などの実践を訪ねて ｜ スリンプルを支える校内体制

■愛知県西尾市立一色中学校 （しおさいタイム）

「しおさい部会」の活動について

自発的に募ったしおさい部会
のメンバーが後方支援を
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■スリンプル・プログラムの継続の秘訣

■先進校などの実践を訪ねて ｜ 継続できるためのエッセンス

◆両校とも「○○部会」を設置

→プログラムのメンテナンスと後方支援
→指導案のストックやデータベース化

◆定期的な曽山教授によるスーパーバイズ

→新任者等への理解啓発（生徒へも）
→目的や理念の共有化を図る



34■chap.4

2年次の研究の取組に向けて
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■能力開発講座
「学級づくり仲間づくり講座」
来年度もスリンプル・プログラムを
曽山和彦教授との対面講座で

↓

■2年次の取組について ｜ 能力開発講座も継続２年目に

令和６年度は 5月30日（木）
浜田教育センター集合型研修
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■市教育委員会の取組を引き続き学ぶ
・出雲市教育委員会
→特別支援の視点からの取組
→だんだんタイムの成果の分析

・雲南市教育委員会
↓

■2年次の取組について ｜ 県内各市教育委員会からの学び

雲南市不登校対策プロジェクト（R4-R6）



37■2年次の取組について ｜ 雲南市の3年間の継続的な取組

■雲南市教育委員会（R４～R6の3年間）

１年間に基本４回
曽山先生による
中学校区で研修



38

■雲南市教育委員会（R４～R6の3年間）

■2年次の取組について ｜ 児童生徒へ教職員に向けても
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■学校現場へのスムーズな導入のために

・具体的な学校支援
→能力開発講座の実施
→先進校からの教材や資料提供も

・研究協力校や継続中の教育委員会と共に
↓

■2年次の取組について ｜ 学校現場への導入へ向けて

導入後の教職員の意識変化なども調査
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■問６ 週１回１０分間程度の「集団づくりプログラム」を継続的に実施可能ですか？

■2年次の取組について ｜ 学校現場で取り組めるという声を

●時期によって
はできる

53％

●できそうだ

30.3％

●難しい

16.7％

肯定的
83.3％
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■問６ 週１回１０分間程度の「集団づくりプログラム」を継続的に実施
することが可能ですか？

■2年次の取組について ｜学校現場で取り組めるという声を
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初任

6年目

中堅

全体

できそうだ 時期によってはできる 難しい

新任



42■2年次の取組について ｜ ポジティブキーワードが増えるように

■問５「うまくいっている学級づくり」のキーワードとして考えられる「単語」
を自由に、いくつでもお書きください

継続的で
無理のない
導入

持続可能な

全ての子どもに

具体的な

プロアクティブな



43■令和6年度に向けて ｜ これからも、学校現場を支えていきたい！

「学校現場の『学級づくり』を
支える教育センターの取組」

２年次は研究協力校や教育委員会等とも
連携し、実践的に研究を進めていきます


